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タイトル 開講所属 時間割コード 授業科目名 主担当教員 対象年次 学期 曜日・
校時 開講期間

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001001

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(F3) 

CONNOR SUZY 1年,2年,3年,4年 前
期 火３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001002

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(L4) 

CONNOR SUZY 1年,2年,3年,4年 前
期 火４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001003

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T7) 

CONNOR SUZY 1年,2年,3年,4年 前
期 水２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001004

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(K1) 

CONNOR SUZY 1年,2年,3年,4年 前
期 水３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001005

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(K3) 

CONNOR SUZY 1年,2年,3年,4年 前
期 金３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001006

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T2) 

CONNOR SUZY 1年,2年,3年,4年 前
期 金４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001007

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(G2) 

 ウィリアム　コ
リンズ 

1年,2年,3年,4年 前
期 水１ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001008

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(G3) 

 ウィリアム　コ
リンズ 

1年,2年,3年,4年 前
期 水３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001009

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(K2) 

 ウィリアム　コ
リンズ 

1年,2年,3年,4年 前
期 金４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001010

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(G1) 

カトローニ　ピ
ノ 

1年,2年,3年,4年 前
期 水２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001011

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(M4) 

 カトローニ　ピ
ノ 

1年,2年,3年,4年 前
期 金４ ～ 

2014年度 教養教 ●英語コミュニ

シラバスを参照したい科目をクリックしてください。
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シラバス
（教養教
育科目）

育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001012 ケーション

Ⅰ(E(英4)) 
FRITZ　ROBI 1年,2年,3年,4年 前

期 火１ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001013

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(E(英5)) 

TOM　DESI　F 1年,2年,3年,4年 前
期 火１ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001014

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(E(英6)) 

古村　由美子 1年,2年,3年,4年 前
期 火１ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001015

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(E(英1)) 

 FRITZ　ROBI 1年,2年,3年,4年 前
期 火２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001016

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(E(英2)) 

 TOM　DESI　F 1年,2年,3年,4年 前
期 火２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001017

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(E(英3)) 

古村　由美子 1年,2年,3年,4年 前
期 火２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001018

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T8) 

 
DATZMAN
 BRIEN
 ROBERT 

1年,2年,3年,4年 前
期 水２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001019

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(L5) 

 
DATZMAN
 BRIEN
 ROBERT 

1年,2年,3年,4年 前
期 水４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001020

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(M6) 

 
DATZMAN
 BRIEN
 ROBERT 

1年,2年,3年,4年 前
期 木３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001021

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(M1) 

 
DATZMAN
 BRIEN
 ROBERT 

1年,2年,3年,4年 前
期 木４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001022

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(L3) 

 ベー　シュウ
キー 

1年,2年,3年,4年 前
期 水１ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001023

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T10) 

 ベー　シュウ
キー 

1年,2年,3年,4年 前
期 水２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001024

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(M5) 

ベー　シュウ
キー 

1年,2年,3年,4年 前
期 木４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001025

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T1) 

 ベー　シュウ
キー 

1年,2年,3年,4年 前
期 金４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教

教養教
育-教養教
育　英語

 
 20140590001026

●英語コミュニ
ケーション  　ﾏｰｸ ﾃｨｰﾀﾞﾏﾝ 1年,2年,3年,4年 前

期 水３ ～ 



シラバス一覧

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...labusSearch.do;LcSessionID=gBN8JmHNrw0VFbSGydvnFr7vkQQnbD!-1285020833[2015/02/20 14:37:41]

育科目） 科目 Ⅰ(P2) 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001027

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(L6) 

　ﾏｰｸ ﾃｨｰﾀﾞﾏﾝ 1年,2年,3年,4年 前
期 水４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001028

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(D1・D2) 

 奥田　阿子 1年,2年,3年,4年 前
期 木４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001029

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(P1) 

　ﾒﾘｯｻ ﾏｶﾗﾗﾄﾞ 1年,2年,3年,4年 前
期 月４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001030

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(F1) 

 　ﾒﾘｯｻ ﾏｶﾗﾗﾄﾞ 1年,2年,3年,4年 前
期 火３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001031

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T6) 

 　ﾒﾘｯｻ ﾏｶﾗﾗﾄﾞ 1年,2年,3年,4年 前
期 金３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001032

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T3) 

 　ﾒﾘｯｻ ﾏｶﾗﾗﾄﾞ 1年,2年,3年,4年 前
期 金４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001033

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(L1) 

山下　龍 1年,2年,3年,4年 前
期 月４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001034

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(L2) 

 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 1年,2年,3年,4年 前
期 月４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001035

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(M3) 

 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 1年,2年,3年,4年 前
期 金３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001036

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T5) 

 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 1年,2年,3年,4年 前
期 金４ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001037

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T9) 

 山下　龍 1年,2年,3年,4年 前
期 水２ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001038

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(F2) 

 
DATZMAN
 BRIEN
 ROBERT 

1年,2年,3年,4年 前
期 火３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001039

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(M2) 

 
DATZMAN
 BRIEN
 ROBERT 

1年,2年,3年,4年 前
期 金３ ～ 

2014年度
シラバス
（教養教
育科目）

教養教
育-教養教
育　英語
科目 

 
 20140590001040

●英語コミュニ
ケーション
Ⅰ(T4) 

 
DATZMAN
 BRIEN
 ROBERT 

1年,2年,3年,4年 前
期 金４ ～ 
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シラバス参照
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学期 前期 曜日・校時  火３ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001001 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(F3) 

編集担当教員 CONNOR SUZY 

授業担当教員名(科目責任者) CONNOR SUZY 

授業担当教員名(オムニバス科目等) CONNOR SUZY 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス mailsuzyinenglish@gmail.com  

担当教員研究室 環境科学部1階  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Before and after class by appointment  

授業の概要及び位置づけ
The aims of this course are to activate the English acquired thus far and to improve use of English in all 
4 areas (speaking, listening, reading, and writing) with particular focus on listening and speaking practic
e.  

授業到達目標
Students will be more confident in English communication in both in and out of the university setting. St
udents who continue with English classes will be able to communicate more effectively in English.  

授業方法（学習指導法）
The course is based on a text which focuses on speaking. It relies on the students' knowledge, interests a
nd experiences. As such, plenty of English speaking is most important! Supplementary materials will be 
used as needed.  

授業内容

Note: Subject to Change!!

回 内容
1 Course Introduction

2 Unit 3 Diet and Exercise

3 Unit 4 Transportation systems

4 Unit 5 Pets

5 Unit 6 Job Interviews

6 Unit 7 The Best of Everything

7 Unit 8 Family

8 Special Topic: TOEIC Practice

9 Special Topic: TOEIC Practice

10 Unit 10 Holidays

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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11 Unit 12 Sleep

12 Unit 19 Growing Old

13 Unit 26 Money Management

14 Unit 20 Pollution and Recycling

15 Speaking Test

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書
1. Textbook: (Talk Your Head Off (and Write, Too…) by Brana Rish West. Publisher: Pearson Longman
. 
2. A comprehensive bilingual dictionary of your choice (must be brought to class everyday)  

成績評価の方法・基準等 Assessment: Class work: 30% Homework: 30% Tests and Quizzes: 40%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Full details will be given on the first day of class.
Attendance and participation in class are mandatory!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086019&formatCode=1&rowIndex=1&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:42:26]

学期 前期 曜日・校時  火４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001002 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(L4) 

編集担当教員 CONNOR SUZY 

授業担当教員名(科目責任者) CONNOR SUZY 

授業担当教員名(オムニバス科目等) CONNOR SUZY 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス mailsuzyinenglish@gmail.com  

担当教員研究室 環境科学部1階  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Before and after class by appointment  

授業の概要及び位置づけ
The aims of this course are to activate the English acquired thus far and to improve use of English in all 
4 areas (speaking, listening, reading, and writing) with particular focus on listening and speaking practic
e.  

授業到達目標
Students will be more confident in English communication in both in and out of the university setting. St
udents who continue with English classes will be able to communicate more effectively in English.  

授業方法（学習指導法）
The course is based on a text which focuses on speaking. It relies on the students' knowledge, interests a
nd experiences. As such, plenty of English speaking is most important! Supplementary materials will be 
used as needed.  

授業内容

Note: Subject to Change!!

回 内容
1 Course Introduction

2 Unit 3 Diet and Exercise

3 Unit 4 Transportation systems

4 Unit 5 Pets

5 Unit 6 Job Interviews

6 Unit 7 The Best of Everything

7 Unit 8 Family

8 Special Topic: TOEIC Practice

9 Special Topic: TOEIC Practice

10 Unit 10 Holidays

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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11 Unit 12 Sleep

12 Unit 19 Growing Old

13 Unit 26 Money Management

14 Unit 27 Cheating

15 Speaking Test

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書
1. Textbook: (Talk Your Head Off (and Write, Too…) by Brana Rish West. Publisher: Pearson Longman
. 
2. A comprehensive bilingual dictionary of your choice (must be brought to class everyday)  

成績評価の方法・基準等 Assessment: Class work: 30% Homework: 30% Tests and Quizzes: 40%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Full details will be given on the first day of class.
Attendance and participation in class are mandatory!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086020&formatCode=1&rowIndex=2&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:43:34]

学期 前期 曜日・校時  水２ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001003 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(T7) 

編集担当教員 CONNOR SUZY 

授業担当教員名(科目責任者) CONNOR SUZY 

授業担当教員名(オムニバス科目等) CONNOR SUZY 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-12  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス mailsuzyinenglish@gmail.com  

担当教員研究室 環境科学部1階  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Before and after class by appointment  

授業の概要及び位置づけ
The aims of this course are to activate the English acquired thus far and to improve use of English in all 
4 areas (speaking, listening, reading, and writing) with particular focus on listening and speaking practic
e.  

授業到達目標
Students will be more confident in English communication in both in and out of the university setting. St
udents who continue with English classes will be able to communicate more effectively in English.  

授業方法（学習指導法）
The course is based on a text which focuses on speaking. It relies on the students' knowledge, interests a
nd experiences. As such, plenty of English speaking is most important! Supplementary materials will be 
used as needed.  

授業内容

Note: Subject to Change!!

回 内容
1 Course Introduction

2 Unit 3 Diet and Exercise

3 Unit 4 Transportation systems

4 Unit 5 Pets

5 Unit 6 Job Interviews

6 Unit 7 The Best of Everything

7 Unit 8 Family

8 Special Topic: TOEIC Practice

9 Special Topic: TOEIC Practice

10 Unit 10 Holidays

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086020&formatCode=1&rowIndex=2&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:43:34]

11 Unit 12 Sleep

12 Unit 19 Growing Old

13 Unit 26 Money Management

14 Unit 28 Government Spending

15 Speaking Test

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書
1. Textbook: (Talk Your Head Off (and Write, Too…) by Brana Rish West. Publisher: Pearson Longman
. 
2. A comprehensive bilingual dictionary of your choice (must be brought to class everyday)  

成績評価の方法・基準等 Assessment: Class work: 30% Homework: 30% Tests and Quizzes: 40%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Full details will be given on the first day of class.
Attendance and participation in class are mandatory!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086021&formatCode=1&rowIndex=3&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:44:15]

学期 前期 曜日・校時  水３ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001004 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(K1) 

編集担当教員 CONNOR SUZY 

授業担当教員名(科目責任者) CONNOR SUZY 

授業担当教員名(オムニバス科目等) CONNOR SUZY 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-12  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス mailsuzyinenglish@gmail.com  

担当教員研究室 環境科学部1階  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Before and after class by appointment  

授業の概要及び位置づけ
The aims of this course are to activate the English acquired thus far and to improve use of English in all 
4 areas (speaking, listening, reading, and writing) with particular focus on listening and speaking practic
e.  

授業到達目標
Students will be more confident in English communication in both in and out of the university setting. St
udents who continue with English classes will be able to communicate more effectively in English.  

授業方法（学習指導法）
The course is based on a text which focuses on speaking. It relies on the students' knowledge, interests a
nd experiences. As such, plenty of English speaking is most important! Supplementary materials will be 
used as needed.  

授業内容

Note: Subject to Change!!

回 内容
1 Course Introduction

2 Unit 3 Diet and Exercise

3 Unit 4 Transportation systems

4 Unit 5 Pets

5 Unit 6 Job Interviews

6 Unit 7 The Best of Everything

7 Unit 8 Family

8 Special Topic: TOEIC Practice

9 Special Topic: TOEIC Practice

10 Unit 10 Holidays

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086021&formatCode=1&rowIndex=3&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:44:15]

11 Unit 12 Sleep

12 Unit 19 Growing Old

13 Unit 26 Money Management

14 Unit 20 Pollution and Recycling

15 Speaking Test

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書
1. Textbook: (Talk Your Head Off (and Write, Too…) by Brana Rish West. Publisher: Pearson Longman
. 
2. A comprehensive bilingual dictionary of your choice (must be brought to class everyday)  

成績評価の方法・基準等 Assessment: Class work: 30% Homework: 30% Tests and Quizzes: 40%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Full details will be given on the first day of class.
Attendance and participation in class are mandatory!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086022&formatCode=1&rowIndex=4&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:44:48]

学期 前期 曜日・校時  金３ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001005 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(K3) 

編集担当教員 CONNOR SUZY 

授業担当教員名(科目責任者) CONNOR SUZY 

授業担当教員名(オムニバス科目等) CONNOR SUZY 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養B棟]B-44  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス mailsuzyinenglish@gmail.com  

担当教員研究室 環境科学部1階  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Before and after class by appointment  

授業の概要及び位置づけ
The aims of this course are to activate the English acquired thus far and to improve use of English in all 
4 areas (speaking, listening, reading, and writing) with particular focus on listening and speaking practic
e.  

授業到達目標
Students will be more confident in English communication in both in and out of the university setting. St
udents who continue with English classes will be able to communicate more effectively in English.  

授業方法（学習指導法）
The course is based on a text which focuses on speaking. It relies on the students' knowledge, interests a
nd experiences. As such, plenty of English speaking is most important! Supplementary materials will be 
used as needed.  

授業内容

Note: Subject to Change!!

回 内容
1 Course Introduction

2 Unit 3 Diet and Exercise

3 Unit 4 Transportation systems

4 Unit 5 Pets

5 Unit 6 Job Interviews

6 Unit 7 The Best of Everything

7 Unit 8 Family

8 Special Topic: TOEIC Practice

9 Special Topic: TOEIC Practice

10 Unit 10 Holidays

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086022&formatCode=1&rowIndex=4&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:44:48]

11 Unit 12 Sleep

12 Unit 19 Growing Old

13 Unit 26 Money Management

14 Unit 20 Pollution and Recycling

15 Speaking Test

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書
1. Textbook: (Talk Your Head Off (and Write, Too…) by Brana Rish West. Publisher: Pearson Longman
. 
2. A comprehensive bilingual dictionary of your choice (must be brought to class everyday)  

成績評価の方法・基準等 Assessment: Class work: 30% Homework: 30% Tests and Quizzes: 40%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Full details will be given on the first day of class.
Attendance and participation in class are mandatory!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086023&formatCode=1&rowIndex=5&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:45:17]

学期 前期 曜日・校時  金４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001006 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(T2) 

編集担当教員 CONNOR SUZY 

授業担当教員名(科目責任者) CONNOR SUZY 

授業担当教員名(オムニバス科目等) CONNOR SUZY 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養B棟]B-44  

対象学生（クラス等）  

担当教員Eメールアドレス mailsuzyinenglish@gmail.com  

担当教員研究室 環境科学部1階  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Before and after class by appointment  

授業の概要及び位置づけ
The aims of this course are to activate the English acquired thus far and to improve use of English in all 
4 areas (speaking, listening, reading, and writing) with particular focus on listening and speaking practic
e.  

授業到達目標
Students will be more confident in English communication in both in and out of the university setting. St
udents who continue with English classes will be able to communicate more effectively in English.  

授業方法（学習指導法）
The course is based on a text which focuses on speaking. It relies on the students' knowledge, interests a
nd experiences. As such, plenty of English speaking is most important! Supplementary materials will be 
used as needed.  

授業内容

Note: Subject to Change!!

回 内容
1 Course Introduction

2 Unit 3 Diet and Exercise

3 Unit 4 Transportation systems

4 Unit 5 Pets

5 Unit 6 Job Interviews

6 Unit 7 The Best of Everything

7 Unit 8 Family

8 Special Topic: TOEIC Practice

9 Special Topic: TOEIC Practice

10 Unit 10 Holidays

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086023&formatCode=1&rowIndex=5&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:45:17]

11 Unit 12 Sleep

12 Unit 19 Growing Old

13 Unit 26 Money Management

14 Unit 28 Government Spending

15 Speaking Test

16  

キーワード  

教科書・教材・参考書
1. Textbook: (Talk Your Head Off (and Write, Too…) by Brana Rish West. Publisher: Pearson Longman
. 
2. A comprehensive bilingual dictionary of your choice (must be brought to class everyday)  

成績評価の方法・基準等 Assessment: Class work: 30% Homework: 30% Tests and Quizzes: 40%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Full details will be given on the first day of class.
Attendance and participation in class are mandatory!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086024&formatCode=1&rowIndex=6&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:45:59]

学期 前期 曜日・校時  水１ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001007 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(G2) 

編集担当教員 ウィリアム　コリンズ 

授業担当教員名(科目責任者) ウィリアム　コリンズ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ウィリアム　コリンズ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） G2  

担当教員Eメールアドレス william@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センターセンター1F  

担当教員TEL 819-2083  

担当教員オフィスアワー 月：12時～2時まで　火：1時～2時まで　水：10時30分～12時まで　木：12時～2時まで  

授業の概要及び位置づけ

授業のねらいこのクラスではスピーキング、リスニング、リーディング、ライティングを練習
しますが特にスピーキングとリスニングを重視します。ねらいはスピーキングの流暢さ(fluenc
y)とリスニング能力を高めることと、インターネットで色々なトピックについて英語で調べに
親しむこと、そして単語力を高めることです。  

授業到達目標

The aims of this class are (1)To develop speaking fluency (2)To improve students’
listening comprehension through online listening content (3) To develop students’
ability to use the internet to research a variety of topics in English (4)To build
vocabulary including spoken expressions, root words & collocations.  

授業方法（学習指導法）

このクラスでは、「Active-Listening」、「Basic/Advanced Interview Questions」、「Comment Str
ategies」等の会話スキルを学ぶ。クラス中での会話練習以外にクラス外でも練習しスピーキン
グ記録をつけます。英語のホームページにアクセスしスピーキングの話題を選びます。サンプ
ルストーリーを聞き、表現の意味を確認し、自分のストーリーを考えます。また単語帳、フリ
ーリーディングやフリーライティング、インターネットサーチアクティビティも取り上げる予
定です。
 

授業内容

第１回 Introduction/Free-Speaking Board-Game Activity (Speaking & Vocabulary)
第２回 Self-Introduction Interview Activity (Speaking Activity); Music Video + Free-Writing
第３回 Homepage & Speaking/Listening Record/Intro
第４回 Basic Active-Listening Introduction/Bingo Game(Speaking) + Music Video + Free Writing
第５回 Audio/Video Forum Recording & Feedback (Listening/Vocabulary/Grammar) Music Video +
 Free-Writing
第６回 Story-Sharing Day#1 (Listening & Speaking)
第７回 Advanced Active Listening Intro & Game / Sentence-Combining Writing Activity 
第８回 Music Video Viewing: Writing & Vocabulary Activity
第９回 Internet Search Activity (Poetry & Quotes)/Active Listening Practice Drill/ + Music Video +
 Free Writing

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086024&formatCode=1&rowIndex=6&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:45:59]

第１０回 Story-Sharing Day#2 
第１１回 “Truman Show” Viewing
第１２回 Movie Scenes Role-Playing Activity (Listening, Speaking & Vocabulary)
第１３回 Active Listening Relay Race Game (Listening & Speaking) + Interview Activity
第１４回 Audio/Video Forum Recording & Feedback 
第１５回 Vocabulary Exam & Free-Writing Deadline
第１６回 期末試験 Speaking Test: Conversation & Interview  

キーワード Storytelling, Reflective Learning, E-Learning  

教科書・教材・参考書 "Billy Elliot" & "Martin Luther King"(Penguin Graded Readers)  

成績評価の方法・基準等
Speaking/Listening Record 35% Homework 20% 
Vocabulary 25% Final Exam: 20%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086025&formatCode=1&rowIndex=7&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:46:36]

学期 前期 曜日・校時  水３ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001008 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(G3) 

編集担当教員 ウィリアム　コリンズ 

授業担当教員名(科目責任者) ウィリアム　コリンズ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ウィリアム　コリンズ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） G3  

担当教員Eメールアドレス william@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センターセンター1F  

担当教員TEL 819-2083  

担当教員オフィスアワー 月：12時～2時まで　火：1時～2時まで　水：10時30分～12時まで　木：12時～2時まで  

授業の概要及び位置づけ

授業のねらいこのクラスではスピーキング、リスニング、リーディング、ライティングを練習
しますが特にスピーキングとリスニングを重視します。ねらいはスピーキングの流暢さ(fluenc
y)とリスニング能力を高めることと、インターネットで色々なトピックについて英語で調べに
親しむこと、そして単語力を高めることです。  

授業到達目標

The aims of this class are (1)To develop speaking fluency (2)To improve students’
listening comprehension through online listening content (3) To develop students’
ability to use the internet to research a variety of topics in English (4)To build
vocabulary including spoken expressions, root words & collocations.  

授業方法（学習指導法）

このクラスでは、「Active-Listening」、「Basic/Advanced Interview Questions」、「Comment Str
ategies」等の会話スキルを学ぶ。クラス中での会話練習以外にクラス外でも練習しスピーキン
グ記録をつけます。英語のホームページにアクセスしスピーキングの話題を選びます。サンプ
ルストーリーを聞き、表現の意味を確認し、自分のストーリーを考えます。また単語帳、フリ
ーリーディングやフリーライティング、インターネットサーチアクティビティも取り上げる予
定です。  

授業内容

第１回 Introduction/Free-Speaking Board-Game Activity (Speaking & Vocabulary)
第２回 Self-Introduction Interview Activity (Speaking Activity); Music Video + Free-Writing
第３回 Homepage & Speaking/Listening Record/Intro
第４回 Basic Active-Listening Introduction/Bingo Game(Speaking) + Music Video + Free Writing
第５回 Audio/Video Forum Recording & Feedback (Listening/Vocabulary/Grammar) Music Video +
 Free-Writing
第６回 Story-Sharing Day#1 (Listening & Speaking)
第７回 Advanced Active Listening Intro & Game / Sentence-Combining Writing Activity 
第８回 Music Video Viewing: Writing & Vocabulary Activity
第９回 Internet Search Activity (Poetry & Quotes)/Active Listening Practice Drill/ + Music Video +
 Free Writing
第１０回 Story-Sharing Day#2 

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086025&formatCode=1&rowIndex=7&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:46:36]

第１１回 “Truman Show” Viewing
第１２回 Movie Scenes Role-Playing Activity (Listening, Speaking & Vocabulary)
第１３回 Active Listening Relay Race Game (Listening & Speaking) + Interview Activity
第１４回 Audio/Video Forum Recording & Feedback 
第１５回 Vocabulary Exam & Free-Writing Deadline
第１６回 期末試験 Speaking Test: Conversation & Interview  

キーワード Storytelling, Reflective Learning, E-Learning  

教科書・教材・参考書 "Billy Elliot" & "Martin Luther King"(Penguin Graded Readers)  

成績評価の方法・基準等
Speaking/Listening Record 35% Homework 20% 
Vocabulary 25% Final Exam: 20%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...bjectId=001600086026&formatCode=1&rowIndex=8&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:47:01]

学期 前期 曜日・校時  金４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001009 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(K2) 

編集担当教員 ウィリアム　コリンズ 

授業担当教員名(科目責任者) ウィリアム　コリンズ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ウィリアム　コリンズ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養C棟]C-35(call1)  

対象学生（クラス等） K2  

担当教員Eメールアドレス william@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センターセンター1F  

担当教員TEL 819-2083  

担当教員オフィスアワー 月：12時～2時まで　火：1時～2時まで　水：10時30分～12時まで　木：12時～2時まで  

授業の概要及び位置づけ

授業のねらいこのクラスではスピーキング、リスニング、リーディング、ライティングを練習
しますが特にスピーキングとリスニングを重視します。ねらいはスピーキングの流暢さ(fluenc
y)とリスニング能力を高めることと、インターネットで色々なトピックについて英語で調べに
親しむこと、そして単語力を高めることです。  

授業到達目標

The aims of this class are (1)To develop speaking fluency (2)To improve students’
listening comprehension through online listening content (3) To develop students’
ability to use the internet to research a variety of topics in English (4)To build
vocabulary including spoken expressions, root words & collocations.  

授業方法（学習指導法）

このクラスでは、「Active-Listening」、「Basic/Advanced Interview Questions」、「Comment Str
ategies」等の会話スキルを学ぶ。クラス中での会話練習以外にクラス外でも練習しスピーキン
グ記録をつけます。英語のホームページにアクセスしスピーキングの話題を選びます。サンプ
ルストーリーを聞き、表現の意味を確認し、自分のストーリーを考えます。また単語帳、フリ
ーリーディングやフリーライティング、インターネットサーチアクティビティも取り上げる予
定です。  

授業内容

第１回 Introduction/Free-Speaking Board-Game Activity (Speaking & Vocabulary)
第２回 Self-Introduction Interview Activity (Speaking Activity); Music Video + Free-Writing
第３回 Homepage & Speaking/Listening Record/Intro
第４回 Basic Active-Listening Introduction/Bingo Game(Speaking) + Music Video + Free Writing
第５回 Audio/Video Forum Recording & Feedback (Listening/Vocabulary/Grammar) Music Video +
 Free-Writing
第６回 Story-Sharing Day#1 (Listening & Speaking)
第７回 Advanced Active Listening Intro & Game / Sentence-Combining Writing Activity 
第８回 Music Video Viewing: Writing & Vocabulary Activity
第９回 Internet Search Activity (Poetry & Quotes)/Active Listening Practice Drill/ + Music Video +
 Free Writing
第１０回 Story-Sharing Day#2 

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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第１１回 “Truman Show” Viewing
第１２回 Movie Scenes Role-Playing Activity (Listening, Speaking & Vocabulary)
第１３回 Active Listening Relay Race Game (Listening & Speaking) + Interview Activity
第１４回 Audio/Video Forum Recording & Feedback 
第１５回 Vocabulary Exam & Free-Writing Deadline
第１６回 期末試験 Speaking Test: Conversation & Interview  

キーワード Storytelling, Reflective Learning, E-Learning  

教科書・教材・参考書 "Billy Elliot" & "Martin Luther King"(Penguin Graded Readers)  

成績評価の方法・基準等
Speaking/Listening Record 35% Homework 20% 
Vocabulary 25% Final Exam: 20%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期 曜日・校時  水２ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001010 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(G1) 

編集担当教員 カトローニ　ピノ 

授業担当教員名(科目責任者) カトローニ　ピノ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) カトローニ　ピノ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養B棟]B-15  

対象学生（クラス等） 多文化社会学部  

担当教員Eメールアドレス k-pino@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL 819-2365  

担当教員オフィスアワー Before and after class and by appointment.  

授業の概要及び位置づけ

The aims of this course are (1) to help students develop their English proficiency levels in the four skills 
of speaking, listening, reading, and writing, (2) to increase students’ awareness concerning some of the is
sues involved in cross-cultural encounters, and (3) to give students the tools to be able to talk about and s
hare aspects of their own culture with people interested in Japan.  

授業到達目標

The main goals of this course are to increase students' general English communication skills and to help t
hem develop the skills necessary to manage real-world intercultural encounters. Students who complete t
his class will be able to communicate more effectively in English and will also be able to explain various
 aspects of Japanese culture to foreign visitors.  

授業方法（学習指導法）

This course will be taught using various methods including lectures, listening exercises using CDs, group
-work, and discussions. Each lesson, the class will focus on a unit from the course book, which employs 
a Task-Based Approach (TBA) to language instruction. Students will also be exposed to global issues fo
und in popular media outlets, and every effort will be made to apply the material covered in class to the s
tudents’ major subject area.  

Each class will cover one of the units in the course book (as shown below) and will include the following
 steps: (1) a Pre-Task, (2) a Main Task, (3) a Planning Phase, (4) a Report Phase, (5) Listening Tasks, (6)
 Language Analysis Activities, and (7) a Post-Task. More in-depth descriptions and explanations of these
 seven steps are provided in the introductory part of your course book.

回 内容
1 Course Introduction, Unit 1: Self-introductions and Textbook Overview

2 Unit 2: Travel Advice

3 Unit 3: Room and Board

4 Unit 4: Finding Your Way Around

5 Unit 5: Experience the Sights

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容
6 Unit 6: Popular Destinations in Kyushu

7 Unit 7: Prepare Group Presentation

8 Perform Group Presentation

9 Unit 8: Arranging a Day Out

10 Unit 9: Trying New Foods

11 Unit 10: Choosing the Right Hotel

12 Unit 11: Festival Fun

13 Unit 12: Leisure Activities

14 Unit 13: Buying Souvenirs

15 Unit 14: Learning a New Language / Unit 15: Conclusion - Saying Goodbye

16 Final Exam

キーワード Task-Based Learning, Cultural Diversity, Kyushu  

教科書・教材・参考書
Let’s Keep It Real: Welcome to Kyushu, Japan

Written by Pino Cutrone and Siewkee Beh, and published by Shohakusha, 2013.  

成績評価の方法・基準等 Attendance and Participation: 50 %, Mid-term Examination/Presentation: 20 %, Final Exam: 30 %  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Students are encouraged to make a concerted effort to participate in class activities and to complete hom
ework assignments. Also, consistent attendance is mandatory to be able to pass this class.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期 曜日・校時  金４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001011 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(M4) 

編集担当教員 カトローニ　ピノ 

授業担当教員名(科目責任者) カトローニ　ピノ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) カトローニ　ピノ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養B棟]B-34  

対象学生（クラス等） 医学部  

担当教員Eメールアドレス k-pino@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL 819-2365  

担当教員オフィスアワー Before and after class and by appointment.  

授業の概要及び位置づけ

The aims of this course are (1) to help students develop their English proficiency levels in the four skills 
of speaking, listening, reading, and writing, (2) to increase students’ awareness concerning some of the is
sues involved in cross-cultural encounters, and (3) to give students the tools to be able to talk about and s
hare aspects of their own culture with people interested in Japan.  

授業到達目標

The main goals of this course are to increase students' general English communication skills and to help t
hem develop the skills necessary to manage real-world intercultural encounters. Students who complete t
his class will be able to communicate more effectively in English and will also be able to explain various
 aspects of Japanese culture to foreign visitors.  

授業方法（学習指導法）

This course will be taught using various methods including lectures, listening exercises using CDs, group
-work, and discussions. Each lesson, the class will focus on a unit from the course book, which employs 
a Task-Based Approach (TBA) to language instruction. Students will also be exposed to global issues fo
und in popular media outlets, and every effort will be made to apply the material covered in class to the s
tudents’ major subject area.  

Each class will cover one of the units in the course book (as shown below) and will include the following
 steps: (1) a Pre-Task, (2) a Main Task, (3) a Planning Phase, (4) a Report Phase, (5) Listening Tasks, (6)
 Language Analysis Activities, and (7) a Post-Task. More in-depth descriptions and explanations of these
 seven steps are provided in the introductory part of your course book.

回 内容
1 Course Introduction, Unit 1: Self-introductions and Textbook Overview

2 Unit 2: Travel Advice

3 Unit 3: Room and Board

4 Unit 4: Finding Your Way Around

5 Unit 5: Experience the Sights

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容
6 Unit 6: Popular Destinations in Kyushu

7 Unit 7: Prepare Group Presentation

8 Perform Group Presentation

9 Unit 8: Arranging a Day Out

10 Unit 9: Trying New Foods

11 Unit 10: Choosing the Right Hotel

12 Unit 11: Festival Fun

13 Unit 12: Leisure Activities

14 Unit 13: Buying Souvenirs

15 Unit 14: Learning a New Language / Unit 15: Conclusion - Saying Goodbye

16 Final Exam

キーワード Task-Based Learning, Medicine, Kyushu  

教科書・教材・参考書
Let’s Keep It Real: Welcome to Kyushu, Japan

Written by Pino Cutrone and Siewkee Beh, and published by Shohakusha, 2013.  

成績評価の方法・基準等 Attendance and Participation: 50 %, Mid-term Examination/Presentation: 20 %, Final Exam: 30 %  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Students are encouraged to make a concerted effort to participate in class activities and to complete hom
ework assignments. Also, consistent attendance is mandatory to be able to pass this class.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期 曜日・校時  火１ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001012 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(E(英4)) 

編集担当教員 FRITZ　ROBI 

授業担当教員名(科目責任者) FRITZ　ROBI 

授業担当教員名(オムニバス科目等) FRITZ　ROBI 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-33  

対象学生（クラス等） Advanced level  

担当教員Eメールアドレス rob-fritz@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 503  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー  

授業の概要及び位置づけ
This course is an introduction to the global program. Also this course is an introduction to learning in an 
active teaching environment.  

授業到達目標

The course will focus on students gaining basic academic skills that can help students whilst studying abr
oad. Students will practice learning, listening, speaking, reading and writing skills. Furthermore, the stud
ents will explicitly learn about the differences and similarities of learning in from a constructivist approa
ch, rather than a confucian one.  

授業方法（学習指導法）
Focus will be given on pair/group work, developing opinions, discussing and gaining background knowl
edge. Every student will be expected to participate in the class.  

授業内容

1. Placement test
2. Introductions
3. Classroom English: Focus on how to communicate in the "all English classroom"
4. Different expectations in education part 1: Awareness of the differences of education between Japan
 and the UK
5. Different expectations in education part 1: Awareness of the differences of education between Japan
 and the UK
6. Giving information part 1
7. Giving information part 2
8. Asking questions
9. Giving opinions and reasons part 1
10. Giving opinions and reasons part 2
11. Giving opinions and reasons part 3
12. Presenting information part 1
13. Presenting information part 2
14. Presenting information part 3
15. Presentations
16. Presentations

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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キーワード  

教科書・教材・参考書

Students need to buy:

Headway Skills: Listening, Speaking and Study Skills. Level 1 (Student book).

Oxford, Emma and Gary Pathare
ISBN 978-0-19-4741456-9

Handouts will also be given  

成績評価の方法・基準等

Students will be graded on the following

Class participation: 30%
Presentations: 35%%
Homework assignments: 35%  

受講要件（履修条件）

Students will fail if they are absent to more than 4 classes.

Students that sleep in class will be classed as absent.
 

備考（URL）  

学生へのメッセージ  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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Semester the first semester Day・Period  TUE１ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001013 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Tom Desi Faymin 

Professor in charge of the subject Tom Desi Faymin 

Professor(s) Tom Desi Faymin 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-42  

Object Student Intermediate Level  

E-mail address desi@nagasaki-u.ac.jp  

Laboratory Katafuchi - Hon Kan 607  

Tel 095-820-6395  

Office hours Thursday 16:15-17:00, or by appointment  

Course Outline and Objectives

This class will focus on developing English communication skills necessary for study at a un
iversity. These skills include, but not limited to, forming an opinion, giving reasons, taking t
urns and leading a discussion. In addition, other English skills such as listening, speaking, re
ading, writing, presentation and intercultural communication in an academic and non-acade
mic setting will be taught and practiced. In order to successfully complete this course, studen
ts must work hard to build up their language and study skills to a point they can understand c
lasses taught in English and communicate with people of another culture. Students who take 
this course are expected to attend all classes, complete many in-class and outside-class assig
nments and interact with the teacher and other students.  

Goal
Students will be able to study in an English environment and become interested in studying a
broad.  

Method Discussions, class assignments and textbook work.  

Class outline/Con

We will follow the textbook Impact Issues 2.

planTime contents

1 Unit 1

2 Unit 2

3 Unit 3

4 Unit 4

5 Unit 5

6 Unit 6

7 Unit 7

8 Unit 8

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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9 Unit 9

10 Unit 10

11 Unit 11

12 Unit 12

13 Unit 13

14 Unit 14

15 Unit 15

16 Final Exam

Key word  

Textbook,Teaching material,and Reference book
Day, R., Shaules, J. & Yamanaka, J. (2013), Impact Issues 2, Hong Kong, Pearson Longman
.  

Evaluation

Assignments 20%
Participation 20%
Quizzes 10%
Journal 10%
E-learning 10%
Reading 10%
Final Exam 20%
 

Requirements

Students are expected to attend all classes and will be excused for legitimate medical or pers
onal reasons as determined by the instructor. However, participation points will be lost for ab
sences of any reason. Students who have 5 unexcused absences will be asked to withdraw fro
m the course.  

Remarks(URL)  

Message for students I hope you are ready to work hard and enjoy the class.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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Semester the first semester Day・Period  TUE１ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001014 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Yumiko Furumura 

Professor in charge of the subject Yumiko Furumura 

Professor(s) Yumiko Furumura 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-43  

Object Student Introductory level  

E-mail address furumura@nagasaki-u.ac.jp  

Laboratory 531 in the main building  

Tel (095)820-6394  

Office hours An appointment via email is necessary  

Course Outline and Objectives

The objective of the course is to help students become more interested in, and better understa
nd foreign cultures and students’ own culture by getting involved in activities of role-plays a
nd discussions in pairs and groups with the opportunity to share personal opinions and ideas 
as they examine the customs, practices, and values of Japan and other countries.. Communic
ation with foreign students on the forum site and online self-study are included as homework
.  

Goal

To upgrade their communication skills in English, their Intercultural Communicative Compe
tence and understanding of cultural diversities; to enhance intercultural learning and integrati
on of knowledge and skills acquired.
 

Method
Lectures, listening and speaking activities concerning topics from the textbook, discussion in
 classroom and online in the Forum Site  

1.Introducing the topic of the unit from a Japanese perspective and exploring students’ own
 ideas and opinions on the topics.
2.Exploring the same topic with young people from other cultures and reflecting on the
 information and ideas in the unit.
3.Reviewing the new vocabulary in the unit and consolidating students’ learning

planTime contents

1 Placement test

2 Explanation of the course and self-introduction

3 Unit 1: Names

4 Unit 2: Kiss, Bow, or Shake Hands?

5 Unit 3: Prized Possessions

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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Class outline/Con
6 Unit 4: Cheers!

7 Unit 5: What’s the Occasion?

8 Report on communication with foreign students

9 Unit 6: First Dates

10 Unit 7: On the Job

11 Unit 8: A Gift For Me?

12 Unit 9: Feast On This

13 Unit 10: Looking Good

14 Unit 12: That’s Shocking!

15 Review of the course and preparation for Final Examination

16 Final Examination

Key word
Discussion, Communication skills in English, Intercultural Communicative Competence, and
 Understanding of cultural diversities  

Textbook,Teaching material,and Reference book
J-TALK, Written by Linda Lee, Kensaku Yoshida, and Steve Ziolkowski, and published by 
Oxford University Press  

Evaluation

No credit with more than 5 times absences
１．Participation and contribution in class: 30%, 2. Mini tests: 20%, 3. E-learning: 10%, 4. 
Comments on the Forum site(two comments a week): 10%, 5. Final Examination: 30%
 

Requirements Students need to participate positively in all activities and do all assignments as required.  

Remarks(URL)  

Message for students Students need to participate positively in all activities and do all assignments as required.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期 曜日・校時  火２ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001015 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(E(英1)) 

編集担当教員 FRITZ　ROBI 

授業担当教員名(科目責任者) FRITZ　ROBI 

授業担当教員名(オムニバス科目等) FRITZ　ROBI 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-33  

対象学生（クラス等） Advanced level  

担当教員Eメールアドレス rob-fritz@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 503  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー  

授業の概要及び位置づけ
This course is an introduction to the global program. Also this course is an introduction to learning in an 
active teaching environment.  

授業到達目標

The course will focus on students gaining basic academic skills that can help students whilst studying abr
oad. Students will practice learning, listening, speaking, reading and writing skills. Furthermore, the stud
ents will explicitly learn about the differences and similarities of learning in from a constructivist approa
ch, rather than a confucian one.  

授業方法（学習指導法）
Focus will be given on pair/group work, developing opinions, discussing and gaining background knowl
edge. Every student will be expected to participate in the class. 
 

授業内容

1. Placement test
2. Introductions
3. Classroom English: Focus on how to communicate in the "all English classroom"
4. Different expectations in education part 1: Awareness of the differences of education between Japan
 and the UK
5. Different expectations in education part 1: Awareness of the differences of education between Japan
 and the UK
6. Giving information part 1
7. Giving information part 2
8. Asking questions
9. Giving opinions and reasons part 1
10. Giving opinions and reasons part 2
11. Giving opinions and reasons part 3
12. Presenting information part 1
13. Presenting information part 2
14. Presenting information part 3
15. Presentations

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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16. Presentations
 

キーワード  

教科書・教材・参考書

Students need to buy:

Headway Skills: Listening, Speaking and Study Skills. Level 1 (Student book).

Oxford, Emma and Gary Pathare
ISBN 978-0-19-4741456-9

Handouts will also be given 
 

成績評価の方法・基準等

Students will be graded on the following:

Class participation: 30%
Presentations: 35%%
Homework assignments: 35% 
 

受講要件（履修条件）

Students will fail if they are absent to more than 4 classes.

Students that sleep in class will be classed as absent.
 

備考（URL）  

学生へのメッセージ  
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シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086078&formatCode=2&rowIndex=15&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:58:04]

Semester the first semester Day・Period  TUE２ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001016 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Tom Desi Faymin 

Professor in charge of the subject Tom Desi Faymin 

Professor(s) Tom Desi Faymin 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-42  

Object Student Intermediate Level  

E-mail address desi@nagasaki-u.ac.jp  

Laboratory Katafuchi - Hon Kan 607  

Tel 095-820-6395  

Office hours Thursday 16:15-17:00, or by appointment  

Course Outline and Objectives

This class will focus on developing English communication skills necessary for study at a un
iversity. These skills include, but not limited to, forming an opinion, giving reasons, taking t
urns and leading a discussion. In addition, other English skills such as listening, speaking, re
ading, writing, presentation and intercultural communication in an academic and non-acade
mic setting will be taught and practiced. In order to successfully complete this course, studen
ts must work hard to build up their language and study skills to a point they can understand c
lasses taught in English and communicate with people of another culture. Students who take 
this course are expected to attend all classes, complete many in-class and outside-class assig
nments and interact with the teacher and other students.  

Goal
Students will be able to study in an English environment and become interested in studying a
broad.  
 

Method
Discussions, class assignments and textbook work.  
 

planTime contents

1 Unit 1

2 Unit 2

3 Unit 3

4 Unit 4

5 Unit 5

6 Unit 6

7 Unit 7

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086078&formatCode=2&rowIndex=15&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:58:04]

Class outline/Con 8 Unit 8

9 Unit 9

10 Unit 10

11 Unit 11

12 Unit 12

13 Unit 13

14 Unit 14

15 Unit 15

16 Final Exam

Key word  

Textbook,Teaching material,and Reference book
Day, R., Shaules, J. & Yamanaka, J. (2013), Impact Issues 2, Hong Kong, Pearson Longman
.  

Evaluation

Assignments 20%
Participation 20%
Quizzes 10%
Journal 10%
E-learning 10%
Reading 10%
Final Exam 20%  

Requirements

Students are expected to attend all classes and will be excused for legitimate medical or pers
onal reasons as determined by the instructor. However, participation points will be lost for ab
sences of any reason. Students who have 5 unexcused absences will be asked to withdraw fro
m the course.  
 

Remarks(URL)  

Message for students
I hope you are ready to work hard and enjoy the class.  
 

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086079&formatCode=2&rowIndex=16&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:58:46]

Semester the first semester Day・Period  TUE２ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001017 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Yumiko Furumura 

Professor in charge of the subject Yumiko Furumura 

Professor(s) Yumiko Furumura 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-43  

Object Student Introductory level  

E-mail address furumura@nagasaki-u.ac.jp  

Laboratory 531 in the main building  

Tel (095)820-6394  

Office hours An appointment via email is necessary  

Course Outline and Objectives

The objective of the course is to help students become more interested in, and better understa
nd foreign cultures and students’ own culture by getting involved in activities of role-plays a
nd discussions in pairs and groups with the opportunity to share personal opinions and ideas 
as they examine the customs, practices, and values of Japan and other countries.. Communic
ation with foreign students on the forum site and online self-study are included as homework
.  

Goal
To upgrade their communication skills in English, their Intercultural Communicative Compe
tence and understanding of cultural diversities; to enhance intercultural learning and integrati
on of knowledge and skills acquired.  

Method
Lectures, listening and speaking activities concerning topics from the textbook, discussion in
 classroom and online in the Forum Site  

1.Introducing the topic of the unit from a Japanese perspective and exploring students’ own
 ideas and opinions on the topics.
2.Exploring the same topic with young people from other cultures and reflecting on the
 information and ideas in the unit.
3.Reviewing the new vocabulary in the unit and consolidating students’ learning

planTime contents

1 Placement test

2 Explanation of the course and self-introduction

3 Unit 1: Names

4 Unit 2: Kiss, Bow, or Shake Hands?

5 Unit 3: Prized Possessions

6 Unit 4: Cheers!

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086079&formatCode=2&rowIndex=16&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:58:46]

Class outline/Con
7 Unit 5: What’s the Occasion?

8 Report on communication with foreign students

9 Unit 6: First Dates

10 Unit 7: On the Job

11 Unit 8: A Gift For Me?

12 Unit 9: Feast On This

13 Unit 10: Looking Good

14 Unit 12: That’s Shocking!

15 Review of the course and preparation for Final Examination

16 Final Examination

Key word
Discussion, Communication skills in English, Intercultural Communicative Competence, and
 Understanding of cultural diversities  

Textbook,Teaching material,and Reference book
J-TALK, Written by Linda Lee, Kensaku Yoshida, and Steve Ziolkowski, and published by 
Oxford University Press  

Evaluation

No credit with more than 5 times absences
１．Participation and contribution in class: 30%, 2. Mini tests: 20%, 3. E-learning: 10%, 4. 
Comments on the Forum site(two comments a week): 10%, 5. Final Examination: 30%
 

Requirements Students need to participate positively in all activities and do all assignments as required.  

Remarks(URL)  

Message for students Students need to participate positively in all activities and do all assignments as required.  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086080&formatCode=2&rowIndex=17&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:59:44]

Semester the first semester Day・Period  WED２ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001018 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor in charge of the subject DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor(s) DATZMAN BRIEN ROBERT 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomB-34  

Object Student  

E-mail address  

Laboratory  

Tel  

Office hours  

Course Outline and Objectives

This class is designed to improve basic communication skills and to further develop students
` confidence when speaking English. Each class provides students with the opportunity to lea
rn and use new words and phrases when talking about themselves and the world around them
.  

Goal
By the end of the course, students should feel comfortable and confident talking about their e
verday life and past experiences in English.  

Method
Each unit in the textbook has a very clear target—for each student to create a scrapbook 
showing family, friends, interests, hometown, and many other important topics.The class wil
l be taught using listening exercises, discussions, pair-work, and group-presentations.  

Class outline/Con

planTime contents

1 Course introduction, self-introduction, and textbook overview.

2 Unit 1: Hometown

3 Unit 1: Hometown

4 Unit 2: Music

5 Unit 2: Music

6 Unit 3: Books

7 Unit 3: Books

8 Mid-term group presentation

9 Unit 4: Family

10 Unit 4: Family

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086080&formatCode=2&rowIndex=17&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 14:59:44]

11 Unit 5: Travel

12 Unit 5: Travel

13 Unit 6: School and Friends

14 Unit 6: School and Friends

15 Unit 7: Food

16 Final group presentation

Key word discussion, presentation, everday English, communication  

Textbook,Teaching material,and Reference book Scraps Written by: Brian Cullen and Sarah Mulvey  

Evaluation Attendance and Partipation: 50%, Mid-Term Presentation: 20%, Final Presentation: 30%  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students
Consistent attendance and participation are necessary for students to have success in this clas
s. Students will also be expected to prepare and bring in materials from home.  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086081&formatCode=2&rowIndex=18&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:00:23]

Semester the first semester Day・Period  WED４ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001019 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor in charge of the subject DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor(s) DATZMAN BRIEN ROBERT 

Class type   

Year  1th, 2th, 3th, 4th  Class form  Seminar  

Class room RoomB-34  

Object Student  

E-mail address  

Laboratory  

Tel  

Office hours  

Course Outline and Objectives

This class is designed to improve basic communication skills and to further develop students
` confidence when speaking English. Each class provides students with the opportunity to lea
rn and use new words and phrases when talking about themselves and the world around them
.  

Goal
By the end of the course, students should feel comfortable and confident talking about their e
verday life and past experiences in English.  

Method
Each unit in the textbook has a very clear target—for each student to create a scrapbook 
showing family, friends, interests, hometown, and many other important topics.The class wil
l be taught using listening exercises, discussions, pair-work, and group-presentations.  

Class outline/Con

planTime contents

1 Course introduction, self-introduction, and textbook overview.

2 Unit 1: Hometown

3 Unit 1: Hometown

4 Unit 2: Music

5 Unit 2: Music

6 Unit 3: Books

7 Unit 3: Books

8 Mid-term group presentation

9 Unit 4: Family

10 Unit 4: Family

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086081&formatCode=2&rowIndex=18&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:00:23]

11 Unit 5: Travel

12 Unit 5: Travel

13 Unit 6: School and Friends

14 Unit 6: School and Friends

15 Unit 7: Food

16 Final group presentation

Key word discussion, presentation, everday English, communication  

Textbook,Teaching material,and Reference book Scraps Written by: Brian Cullen and Sarah Mulvey  

Evaluation Attendance and Partipation: 50%, Mid-Term Presentation: 20%, Final Presentation: 30%  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students
Consistent attendance and participation are necessary for students to have success in this clas
s. Students will also be expected to prepare and bring in materials from home.  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086082&formatCode=2&rowIndex=19&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:01:13]

Semester the first semester Day・Period  THU３ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001020 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor in charge of the subject DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor(s) DATZMAN BRIEN ROBERT 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-22  

Object Student  

E-mail address  

Laboratory  

Tel  

Office hours  

Course Outline and Objectives

This class is designed to improve basic communication skills and to further develop students
` confidence when speaking English. Each class provides students with the opportunity to lea
rn and use new words and phrases when talking about themselves and the world around them
.  

Goal
By the end of the course, students should feel comfortable and confident talking about their e
verday life and past experiences in English.  

Method
Each unit in the textbook has a very clear target—for each student to create a scrapbook 
showing family, friends, interests, hometown, and many other important topics.The class wil
l be taught using listening exercises, discussions, pair-work, and group-presentations.  

Class outline/Con

planTime contents

1 Course introduction, self-introduction, and textbook overview.

2 Unit 1: Hometown

3 Unit 1: Hometown

4 Unit 2: Music

5 Unit 2: Music

6 Unit 3: Books

7 Unit 3: Books

8 Mid-term group presentation

9 Unit 4: Family

10 Unit 4: Family

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086082&formatCode=2&rowIndex=19&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:01:13]

11 Unit 5: Travel

12 Unit 5: Travel

13 Unit 6: School and Friends

14 Unit 6: School and Friends

15 Unit 7: Food

16 Final group presentation

Key word discussion, presentation, everday English, communication  

Textbook,Teaching material,and Reference book Scraps Written by: Brian Cullen and Sarah Mulvey  

Evaluation Attendance and Partipation: 50%, Mid-Term Presentation: 20%, Final Presentation: 30%  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students
Consistent attendance and participation are necessary for students to have success in this clas
s. Students will also be expected to prepare and bring in materials from home.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086083&formatCode=2&rowIndex=20&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:02:11]

Semester the first semester Day・Period  THU４ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001021 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor in charge of the subject DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor(s) DATZMAN BRIEN ROBERT 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-22  

Object Student  

E-mail address  

Laboratory  

Tel  

Office hours  

Course Outline and Objectives

This class is designed to improve basic communication skills and to further develop students
` confidence when speaking English. Each class provides students with the opportunity to lea
rn and use new words and phrases when talking about themselves and the world around them
.  

Goal
By the end of the course, students should feel comfortable and confident talking about their e
verday life and past experiences in English.  

Method
Each unit in the textbook has a very clear target—for each student to create a scrapbook 
showing family, friends, interests, hometown, and many other important topics.The class wil
l be taught using listening exercises, discussions, pair-work, and group-presentations.  

Class outline/Con

planTime contents

1 Course introduction, self-introduction, and textbook overview.

2 Unit 1: Hometown

3 Unit 1: Hometown

4 Unit 2: Music

5 Unit 2: Music

6 Unit 3: Books

7 Unit 3: Books

8 Mid-term group presentation

9 Unit 4: Family

10 Unit 4: Family

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086083&formatCode=2&rowIndex=20&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:02:11]

11 Unit 5: Travel

12 Unit 5: Travel

13 Unit 6: School and Friends

14 Unit 6: School and Friends

15 Unit 7: Food

16 Final group presentation

Key word discussion, presentation, everday English, communication  

Textbook,Teaching material,and Reference book Scraps Written by: Brian Cullen and Sarah Mulvey  

Evaluation Attendance and Partipation: 50%, Mid-Term Presentation: 20%, Final Presentation: 30%  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students
Consistent attendance and participation are necessary for students to have success in this clas
s. Students will also be expected to prepare and bring in materials from home.  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086084&formatCode=1&rowIndex=21&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:02:51]

学期 前期 曜日・校時  水１ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001022 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(L3) 

編集担当教員 ベー　シュウキー 

授業担当教員名(科目責任者) ベー　シュウキー 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ベー　シュウキー 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-24  

対象学生（クラス等） L3  

担当教員Eメールアドレス skbeh@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター（111号室）  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ  

授業到達目標
By the end of the course, students should be able to use English for expressing their own ideas and feelin
gs.  

授業方法（学習指導法）
Each class deals with an everyday topic. The activities are designed to help students telling their own ide
as and experiences. Students will have the opportunity to interact and communicate with each other by c
ompleting tasks given in the class.  

授業内容

回 内容
1 Course Introduction, Unit 1: Self-introduction and Textbook Overview

2 Unit 1 & Unit 2

3 Unit 2 & Unit 3

4 Unit 3 & Unit 4

5 Unit 4 & Unit 5

6 Unit 5 & Unit 6

7 Unit 6 & Unit 7

8 Prepare Group Presentation

9 Perform Group Presentation

10 Unit 8

11 Unit 9

12 Unit 10

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086084&formatCode=1&rowIndex=21&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:02:51]

13 Unit 11

14 Unit 12

15 Unit 13

16 Final Examination

キーワード  

教科書・教材・参考書
Let's Keep It Real: Welcome to Kyushu, Japan(生協による教室内販売あり)
by Pino Cutrone / Siewkee Beh  

成績評価の方法・基準等
Participation and Presentation 40%
Mini-test 20%
Final Examination 40%  

受講要件（履修条件） テキスト、辞典（電子辞書可、携帯電話不可）とノート（Ｂ５）を毎回持参すること  

備考（URL）  

学生へのメッセージ 毎日10分でもいいので、必ず英語に触れる習慣をつけましょう！  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086085&formatCode=1&rowIndex=22&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:03:17]

学期 前期 曜日・校時  水２ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001023 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(T10) 

編集担当教員 ベー　シュウキー 

授業担当教員名(科目責任者) ベー　シュウキー 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ベー　シュウキー 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-24  

対象学生（クラス等） T10  

担当教員Eメールアドレス skbeh@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター（111号室）  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ
This course is designed to develop students' communication skills. Each class provides students with the 
opportunity to learn words, phrases and dialogues that are related to the topics.  

授業到達目標
By the end of the course, students should be able to use English for expressing their own ideas and feelin
gs.  

授業方法（学習指導法）
Each class deals with an everyday topic. The activities are designed to help students telling their own ide
as and experiences. Students will have the opportunity to interact and communicate with each other by c
ompleting tasks given in the class.  

授業内容

回 内容
1 Course Introduction, Unit 1: Self-introductions and Textbook Overview

2 Unit 1 & Unit 2

3 Unit 2 & Unit 3

4 Unit 3 & Unit 4

5 Unit 4 & Unit 5

6 Unit 5 & Unit 6

7 Unit 6 & Unit 7

8 Unit 7: Prepare Group Presentation

9 Unit 7: Perform Group Presentation

10 Unit 8

11 Unit 9

12 Unit 10

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086085&formatCode=1&rowIndex=22&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:03:17]

13 Unit 11

14 Unit 12

15 Unit 13

16 Final Examination

キーワード  

教科書・教材・参考書
Let’s Keep It Real: Welcome to Kyushu
Syohakusya (生協による教室内販売あり)  

成績評価の方法・基準等
Participation & Presentation 40%
Mini-Test 20%
Final Examination 40%  

受講要件（履修条件）
1.毎回、テキストとB5サイズのノートを持参すること
2.英英辞典を準備すること (携帯電話不可)  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
1.ほぼ毎週課題を出すので家で完成させてくること
2.ほぼ毎週miniテストを実施するので準備してくること
3.詳細については授業の初回に説明します  
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086086&formatCode=1&rowIndex=23&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:04:05]

学期 前期 曜日・校時  木４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001024 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(M5) 

編集担当教員 ベー　シュウキー 

授業担当教員名(科目責任者) ベー　シュウキー 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ベー　シュウキー 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養B棟]B-15  

対象学生（クラス等） M5  

担当教員Eメールアドレス skbeh@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター（111号室）  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ
This course is designed to develop students' communication skills. Each class provides students with the 
opportunity to learn words, phrases and dialogues that are related to the topics.  

授業到達目標
By the end of the course, students should be able to use English for expressing their own ideas and feelin
gs.  

授業方法（学習指導法）
Each class deals with an everyday topic. The activities are designed to help students telling their own ide
as and experiences. Students will have the opportunity to interact and communicate with each other by c
ompleting tasks given in the class.  

授業内容

回 内容
1 Course Introduction, Unit 1: Self-introductions and Textbook Overview

2 Unit 1 & Unit 2

3 Unit 2 & Unit 3

4 Unit 3 & Unit 4

5 Unit 4 & Unit 5

6 Unit 5 & Unit 6

7 Unit 6 & Unit 7

8 Unit 7: Prepare Group Presentation

9 Unit 7: Perform Group Presentation

10 Unit 8

11 Unit 9

12 Unit 10

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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13 Unit 11

14 Unit 12

15 Unit 13

16 Final Examination

キーワード  

教科書・教材・参考書
Let’s Keep It Real: Welcome to Kyushu
Syohakusya (生協による教室内販売あり)  

成績評価の方法・基準等
Participation & Presentation 40%
Mini-Test 20%
Exam 40%  

受講要件（履修条件）
1.毎回、テキストとB5サイズのノートを持参すること
2.英英辞典を準備すること (携帯電話不可)  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
1.ほぼ毎週課題を出すので家で完成させてくること
2.ほぼ毎週miniテストを実施するので準備してくること
3.詳細については授業の初回に説明します  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086087&formatCode=1&rowIndex=24&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:04:40]

学期 前期 曜日・校時  金４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001025 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(T1) 

編集担当教員 ベー　シュウキー 

授業担当教員名(科目責任者) ベー　シュウキー 

授業担当教員名(オムニバス科目等) ベー　シュウキー 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-42  

対象学生（クラス等） T1  

担当教員Eメールアドレス skbeh@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室 言語教育研究センター（111号室）  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 授業の前後  

授業の概要及び位置づけ
This course is designed to develop students' communication skills. Each class provides students with the 
opportunity to learn words, phrases and dialogues that are related to the topics.  

授業到達目標
By the end of the course, students should be able to use English for expressing their own ideas and feelin
gs.  

授業方法（学習指導法）
Each class deals with an everyday topic. The activities are designed to help students telling their own ide
as and experiences. Students will have the opportunity to interact and communicate with each other by c
ompleting tasks given in the class.  

授業内容

回 内容
1 Course Introduction, Unit 1: Self-introductions and Textbook Overview

2 Unit 1 & Unit 2

3 Unit 2 & Unit 3

4 Unit 3 & Unit 4

5 Unit 4 & Unit 5

6 Unit 5 & Unit 6

7 Unit 6 & Unit 7

8 Unit 7: Prepare Group Presentation

9 Unit 7: Perform Group Presentation

10 Unit 8

11 Unit 9

12 Unit 10

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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13 Unit 11

14 Unit 12

15 Unit 13

16 Final Examination

キーワード  

教科書・教材・参考書
Let’s Keep It Real: Welcome to Kyushu
Syohakusya (生協による教室内販売あり)  

成績評価の方法・基準等
Participation & Presentation 40%
Mini-Test 20%
Exam 40%  

受講要件（履修条件）
1.毎回、テキストとB5サイズのノートを持参すること
2.英英辞典を準備すること (携帯電話不可)  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
1.ほぼ毎週課題を出すので家で完成させてくること
2.ほぼ毎週miniテストを実施するので準備してくること
3.詳細については授業の初回に説明します  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086088&formatCode=2&rowIndex=25&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:05:31]

Semester the first semester Day・Period  WED３ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001026 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Tiedeman Mark Dana 

Professor in charge of the subject Tiedeman Mark Dana 

Professor(s) Tiedeman Mark Dana 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomB-15  

Object Student  

E-mail address mdtieds@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp  

Laboratory  

Tel 095-819-2078(全学教育事務室）  

Office hours Before and after class and by appointment  

Course Outline and Objectives
The class will focus on improving students’ basic English skills in listening, speaking and re
ading through listening experiences and production exercises in class and exercises and readi
ngs in English to be done as homework.  

Goal
By the end of the course, students will be expected to have a firmer command of basic gram
matical structures, be more adept at understanding TOEIC Test-type reading materials, and b
e more comfortable listening to、responding to, and producing　everyday spoken English.  

Method

In class, we will focus on listening and speaking skills by going through the Breakthrough 2 
course book using video and extensive pair-work exercises. Work on English grammar and s
tructure with a text preparing students for the Reading Section of the TOEIC Test will be ass
igned as home work. Homework assignments will be regularly checked and four quizzes ove
r the material will be given.  

Classes will begin with the collection and checking of the homework assignment and the
 class will end with a presentation and brief discussion of the materials in the homework
 assignment. Most of the class time will be devoted to the listening and speaking exercises
 contained in the Breakthrough book as well as many additional exercises to give students as
 much practice using English during the class time as possible.

planTime contents

1 Introduction to the class, Mixing activity

2 TOEIC Unit 1; Breakthrough Unit 1

3 TOEIC Unit 2; Breakthrough Unit 1

4 TOEIC Unit 3,4; Breakthrough Unit 2

5 TOEIC Unit 5, Quiz TOEIC Units 1-5; Breakthrough Unit 3

6 TOEIC Unit 6; Breakthrough Unit 4

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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Class outline/Con
7 TOEIC Unit 7,8; Breakthrough Unit 5

8 TOEIC Unit 9,10; Breakthrough Unit 6

9 TOEIC Unit 11, Quiz TOEIC Units 6-10; Breakthrough Unit 7

10 TOEIC Unit 12,13; Breakthrough Unit 8

11 TOEIC Unit 14,15; Breakthrough Unit 9

12 TOEIC Unit 16, Quiz TOEIC Units 11-15; Breakthrough Unit 10

13 TOEIC Unit 17,18; Breakthrough Unit 11

14 TOEIC Unit 19,20; Breakthrough Unit 12

15 TOEIC Quiz Units 16-20; Review of Breakthrough for the test

16 Final Test over Breakthrough

Key word  

Textbook,Teaching material,and Reference book Essential Reading for the TOEIC Test, Kinseido; Breakthrough Plus 1, Macmillan  

Evaluation
10% TOEIC book homework, 25% TOEIC book quizzes, 65% Final Test over Breakthrough
  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students

Learning grammar requires study and exposure to reading texts, so the TOEIC book and its h
omework will provide students with this. Speaking and listening are skills which require prac
tice, so the class time will be devoted to exercises which will provide students with ample ch
ances to practice useful English in a relatively controlled environment. Therefore, students s
hould be prepared to be diligent in their homework and active in the classroom.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086089&formatCode=2&rowIndex=26&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:06:12]

Semester the first semester Day・Period  WED４ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001027 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Tiedeman Mark Dana 

Professor in charge of the subject Tiedeman Mark Dana 

Professor(s) Tiedeman Mark Dana 

Class type   

Year  1th, 2th, 3th, 4th  Class form  Seminar  

Class room RoomB-15  

Object Student  

E-mail address mdtieds@tc.nagasaki-gaigo.ac.jp  

Laboratory  

Tel 095-819-2078(全学教育事務室）  

Office hours Before and after class and by appointment  

Course Outline and Objectives
The class will focus on improving students’ basic English skills in listening, speaking and re
ading through listening experiences and production exercises in class and exercises and readi
ngs in English to be done as homework.  

Goal
By the end of the course, students will be expected to have a firmer command of basic gram
matical structures, be more adept at understanding TOEIC Test-type reading materials, and b
e more comfortable listening to、responding to, and producing　everyday spoken English.  

Method

In class, we will focus on listening and speaking skills by going through the Breakthrough 2 
course book using video and extensive pair-work exercises. Work on English grammar and s
tructure with a text preparing students for the Reading Section of the TOEIC Test will be ass
igned as home work. Homework assignments will be regularly checked and four quizzes ove
r the material will be given.  

Classes will begin with the collection and checking of the homework assignment and the
 class will end with a presentation and brief discussion of the materials in the homework
 assignment. Most of the class time will be devoted to the listening and speaking exercises
 contained in the Breakthrough book as well as many additional exercises to give students as
 much practice using English during the class time as possible.

planTime contents

1 Introduction to the class, Mixing activity

2 TOEIC Unit 1; Breakthrough Unit 1

3 TOEIC Unit 2; Breakthrough Unit 1

4 TOEIC Unit 3,4; Breakthrough Unit 2

5 TOEIC Unit 5, Quiz TOEIC Units 1-5; Breakthrough Unit 3

6 TOEIC Unit 6; Breakthrough Unit 4

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086089&formatCode=2&rowIndex=26&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:06:12]

Class outline/Con
7 TOEIC Unit 7,8; Breakthrough Unit 5

8 TOEIC Unit 9,10; Breakthrough Unit 6

9 TOEIC Unit 11, Quiz TOEIC Units 6-10; Breakthrough Unit 7

10 TOEIC Unit 12,13; Breakthrough Unit 8

11 TOEIC Unit 14,15; Breakthrough Unit 9

12 TOEIC Unit 16, Quiz TOEIC Units 11-15; Breakthrough Unit 10

13 TOEIC Unit 17,18; Breakthrough Unit 11

14 TOEIC Unit 19,20; Breakthrough Unit 12

15 TOEIC Quiz Units 16-20; Review of Breakthrough for the test

16 Final Test over Breakthrough

Key word  

Textbook,Teaching material,and Reference book Essential Reading for the TOEIC Test, Kinseido; Breakthrough Plus 1, Macmillan  

Evaluation
10% TOEIC book homework, 25% TOEIC book quizzes, 65% Final Test over Breakthrough
  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students

Learning grammar requires study and exposure to reading texts, so the TOEIC book and its h
omework will provide students with this. Speaking and listening are skills which require prac
tice, so the class time will be devoted to exercises which will provide students with ample ch
ances to practice useful English in a relatively controlled environment. Therefore, students s
hould be prepared to be diligent in their homework and active in the classroom.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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学期 前期 曜日・校時  木４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001028 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(D1・D2) 

編集担当教員 奥田　阿子 

授業担当教員名(科目責任者) 奥田　阿子 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 奥田　阿子 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養B棟]B-34  

対象学生（クラス等） D1・D2  

担当教員Eメールアドレス a-okuda@nagasaki-u.ac.jp  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー 質問受付時間：火曜日２限目　教員Eメールアドレス宛に質問も可  

授業の概要及び位置づけ

４年間の基礎となる英語力を身につけ、英語のプレゼンターションなどを想定した実践的な英
語の運用能力を養成する。
授業外ではインプットを重視したリスニングを行い、授業中にはアウトプットを重視した活動
を取り入れる。  

授業到達目標
情報収集を行ったものに対し、英語を用いて相手に伝えられるようになること。
自分に合った英語の学習法を見つけること。  

授業方法（学習指導法）

反転授業を取り入れた授業を行う。
授業で扱う内容は授業前に学習し、内容理解をしておく。授業中は、その内容を発展させた活
動を取り入れ、グループでの発表に備えた作業を行ってもらいながら英語の運用能力の養成を
図ります。  

回 内容

1

オリエンテーション 
　教材の説明、学習方法の説明、成績についての説明
　グループ作り
　アンケートの実施

2
グループワーク
　学習方法について
　iPadの導入

3
個人/グループワーク
　First Listeningを使用したフレーズの習得

4
個人/グループワーク
　First Listeningを使用したフレーズの習得

5
個人ワーク

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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授業内容

　３回目、４回目の授業で学んでフレーズを使用した英作文の作成

6
グループワーク
　５回目の授業で作成した英作文に対し、グループでピアレビューを行う

7
グループワーク
　ピアレビューした英作文をもとに、グループで発表準備を行う

8
グループワーク
　発表

9
グループワーク
　発表の振り返りと他グループの評価

10
個人/グループワーク
　英語の動画や資料から必要な情報を読み取る

11
個人/グループワーク
　英語の動画や資料から必要な情報を読み取る

12
グループワーク
　英語の動画や資料から必要な情報を読み取る

13
グループワーク
　１０回～１２回で学んだ情報から発表資料を作成する

14
グループワーク
　発表

15
グループワーク
　発表の振り返りと他グループの評価

16 期末テスト

キーワード  

教科書・教材・参考書
3-Step CALL System（e-learning）
Unlock  

成績評価の方法・基準等

・小テスト：30%
・期末試験：40%
・提出物、グループワークの成果物：30%
（自分たちでの評価、他グループからの評価、教員からの評価)  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ リスニング力を上げるためには、毎日少しの時間でも英語を耳にする時間を作りましょう！！
  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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Semester the first semester Day・Period  MON４ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001029 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Melissa Ramos Macalalad 

Professor in charge of the subject Melissa Ramos Macalalad 

Professor(s) Melissa Ramos Macalalad 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-13  

Object Student 1st, 2nd, 3rd, 4th  

E-mail address cgsatuito@aqr.bbiq.jp  

Laboratory  

Tel 095-883-4228  

Office hours By appointment  

Course Outline and Objectives
The course involves all three basic aspects of spoken language training: grammar, listening a
nd speaking.  

Goal To improve overall English language communication skills  

Method
Using the textbook and its audio, students will undertake exercises involving listening, speak
ing and grammar. The students will be guided into making their own conversation pieces usi
ng the patterns presented in the textbook.  

Class outline/Con

1. Explanation of course requirements and schedule. Unit 1: Typical sentence patterns-1
2. Unit 2: Typical sentence patterns-2
3. Unit 3: Subject pronouns
4. Unit 4: Yes/No & what/how question patterns
5. Unit 5: Other Wh-question patterns
6. Unit 6: Sentences using modals-1
7 Unit 7: Sentences using modals-2
8. Unit 8: Noun clauses-1
9. Unit 9: Noun clauses-2
10.Unit 10: Perfect tense
11.Unit 11: Progressive and passive forms
12.Unit 12: Comparatives and superlatives
13.Unit 13: Subject+verb+person+to do~ pattern
14.Unit 14: Causative verbs
15.Summary and review of patterns taken
16.Final written examination  

Key word listening, speaking, common sentence patterns  

Let's Make a Skit Conversation
by Shinji Ogasawara et al

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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Textbook,Teaching material,and Reference book
ISBN978-4-269-44027-2
published by Eihosha  

Evaluation Final written examination: 100%  

Requirements Textbook: Let's Make a Skit Presentation  

Remarks(URL)  

Message for students
The main focus of this course is listening and using sentence patterns commonly used in ordi
nary situations. It is important to keep listening to the textbook's CD even when outside the c
lassroom. Listening is very important in improving one's conversational skill.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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Semester the first semester Day・Period  TUE３ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001030 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Melissa Ramos Macalalad 

Professor in charge of the subject Melissa Ramos Macalalad 

Professor(s) Melissa Ramos Macalalad 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-13  

Object Student 1st, 2nd, 3rd, 4th  

E-mail address cgsatuito@aqr.bbiq.jp  

Laboratory  

Tel 095-883-4228  

Office hours By appointment  

Course Outline and Objectives
The course involves all three basic aspects of spoken language training: grammar, listening a
nd speaking.  

Goal To improve overall English language communication skills  

Method
Using the textbook and its audio, students will undertake exercises involving listening, speak
ing and grammar. The students will be guided into making their own conversation pieces usi
ng the patterns presented in the textbook.  

Class outline/Con

1. Explanation of course requirements and schedule. Unit 1: Typical sentence patterns-1
2. Unit 2: Typical sentence patterns-2
3. Unit 3: Subject pronouns
4. Unit 4: Yes/No & what/how question patterns
5. Unit 5: Other Wh-question patterns
6. Unit 6: Sentences using modals-1
7. Unit 7: Sentences using modals-2
8. Unit 8: Noun clauses-1
9. Unit 9: Noun clauses-2
10.Unit 10: Perfect tense
11.Unit 11: Progressive and passive forms
12.Unit 12: Comparatives and superlatives
13.Unit 13: Suject+verb+person+to do~ pattern
14.Unit 14: Causative verbs
15.Summary and review of patterns taken up
16.Final written examination  

Key word listening, speaking, common sentence patterns  

Let's Make a Skit Presentation
by Shinji Ogasawara et al

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086092&formatCode=2&rowIndex=29&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:08:34]

Textbook,Teaching material,and Reference book
ISBN978-4-269-44027-2
published by Eihosha  

Evaluation Final written examination: 100%  

Requirements Textbook: Let's Make a Skit Presentation  

Remarks(URL)  

Message for students
The main focus of this course is listening and using sentence patterns commonly used in ordi
nary situations. It is important to keep listening to the textbook's CD even when outside the c
lassroom. Listening is very important in improving one's conversation skill.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086093&formatCode=2&rowIndex=30&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:09:02]

Semester the first semester Day・Period  FRI３ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001031 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Melissa Ramos Macalalad 

Professor in charge of the subject Melissa Ramos Macalalad 

Professor(s) Melissa Ramos Macalalad 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-13  

Object Student 1st, 2nd, 3rd, 4th  

E-mail address cgsatuito@aqr.bbiq.jp  

Laboratory  

Tel 095-883-4228  

Office hours By appointment  

Course Outline and Objectives
The course involves all three basic aspects of spoken language training: grammar, listening a
nd speaking.  

Goal To improve overall English language communication skills  

Method
Using the textbook and its audio, students will undertake exercises involving listening, speak
ing and grammar. The students will guided into making their own conversation pieces using 
the patterns presented in the textbook.  

Class outline/Con

1. Explanation of course requirements and schedule. Unit 1: Typical sentence patterns-1
2. Unit 2: Typical sentence patterns-2
3. Unit 3: Subject pronouns
4. Unit 4: Yes/No & what/how question patterns
5. Unit 5: Other Wh-question patterns
6. Unit 6: Sentences using modals-1
7. Unit 7: Sentences using modals-2
8. Unit 8: Noun clauses-1
9. Unit 9: Noun clauses-2
10.Unit 10: Perfect tense
11.Unit 11: Progressive and passive forms
12.Unit 12: Comparatives and superlatives
13.Unit 13: Subject+verb+person+to do~ pattern
14.Unit 14: Causative verbs
15.Summary and review of patterns taken up
16.Final written examination  

Key word listening, speaking, common sentence patterns  

Let's Make a Skit Presentation
by Shinji Ogasawara et al

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086093&formatCode=2&rowIndex=30&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:09:02]

Textbook,Teaching material,and Reference book
ISBN978-4-269-44027-2
published by Eihosha  

Evaluation Final written examination: 100%  

Requirements Textbook: Let's Make a Skit Presentation  

Remarks(URL)  

Message for students
The main focus of the course is listening and using sentence patterns commonly used in ordi
nary situations. It is important to keep listening to the textbook's CD even when outside the c
lassroom. Listening is very important in improving one's conversation skill.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086094&formatCode=2&rowIndex=31&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:09:32]

Semester the first semester Day・Period  FRI４ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001032 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Melissa Ramos Macalalad 

Professor in charge of the subject Melissa Ramos Macalalad 

Professor(s) Melissa Ramos Macalalad 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-13  

Object Student 1st, 2nd, 3rd, 4th  

E-mail address cgsatuito@aqr.bbiq.jp  

Laboratory  

Tel 095-883-4228  

Office hours By appointment  

Course Outline and Objectives
The course involves all three basic aspects of spoken language training: grammar, listening a
nd speaking.  

Goal To improve overall English language communication skills  

Method
Using the textbook and its audio, students will undertake exercises involving listening, speak
ing and grammar. The students will be guided into making their own conversation pieces usi
ng the patterns presented in the textbook.  

Class outline/Con

1. Explanation of course requirements and schedule. Unit 1: Typical sentence patterns-1
2. Unit 2: Typical sentence patterns-2
3. Unit 3: Subject pronouns
4. Unit 4: Yes/No & what/how question patterns
5. Unit 5: Other Wh-question patterns
6. Unit 6: Sentences using modals-1
7. Unit 7: Sentences using modals-2
8. Unit 8: Noun clauses-1
9. Unit 9: Noun clauses-2
10.Unit 10: Perfect tense
11.Unit 11: Progressive and passive forms
12.Unit 12: Comparatives and superlatives
13.Unit 13: Subject+verb+person+to do~ pattern
14.Unit 14: Causative verbs
15.Summary and review of patterns taken up
16.Final written examination  

Key word listening, speaking, common sentence patterns  

Let's Make a Skit Presentation
by Shinji Ogasawara et al

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086094&formatCode=2&rowIndex=31&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:09:32]

Textbook,Teaching material,and Reference book
ISBN978-4-269-44027-2
published by Eihosha  

Evaluation Final written examination: 100%  

Requirements Textbook: Let's Make a Skit Presentation  

Remarks(URL)  

Message for students
The main focus of this course is listening and using sentence patterns commonly used in ordi
nary situations. It is important to keep listening to the textbook's CD even when outside the c
lassroom. Listening is very important in improving one's conversation skill.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086095&formatCode=2&rowIndex=32&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:10:31]

Semester the first semester Day・Period  MON４ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001033 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Yamashita Noboru 

Professor in charge of the subject Yamashita Noboru 

Professor(s) Yamashita Noboru 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomA-12  

Object Student  

E-mail address noboruy@nagasaki-uc.ac.jp  

Laboratory Language Research Institute  

Tel 095-819-2080  

Office hours Before and after the class or by appointment  

Course Outline and Objectives

This class aims at developing the student’s proficiency levels in the fields of speaking, listeni
ng, reading and writing. By developing these proficiency levels this class will provide studen
ts with basic English skills that will enable the students to take a more active part in the glob
al society that Japan is a part of. 
Every class a different foreign country will be introduced in English by the instructor to prov
ide the students with a broader knowledge of the world.  

Goal
By the end of the course, students will have a better comprehension of English as a spoken a
nd written language and will feel more comfortable when speaking English in an internation
al setting. They will also have a better understanding of TOEFL-type materials.  

Method

In this class various methods of study will be used to develop the students’ English skills thr
ough reading, listening, writing and conversation exercises. Students will do conversation pr
actise in pairs and will be asked to give a presentation in English in small groups. Homework
 assignments will be given regularly. 
The class usually starts with conversation practise related to the daily life of the students. Ev
ery class a different foreign country will be introduced in English by the instructor. Powerpoi
nt is used to give a good impression of these countries. After this introduction the students w
ill read a text about the country concerned and give written answers to questions about this c
ountry, practising both their reading and writing skills. Sections of TOEFL-type materials wi
ll also be used when necessary.  

Each class will cover:
a. Reading and Writing exercises
b. Conversation and Pronunciation practice 
c. Listening exercises

Class Scedule:
01. Introduction

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086095&formatCode=2&rowIndex=32&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:10:31]

Class outline/Con

02. France 
03. The United Kingdom 
04. Holland (The Netherlands)
05. Spain
06. Italy
07. Germany
08. The United States of America
09. Preparation time for presentation
10. Presentation by students
11. Canada
12. Australia
13. India
14. China 
15. Summary
16. Final Test
 

Key word
TOEFL, Grammar, English Vocabulary, English Conversation, Writing Skills, Reading, Cor
rect Pronunciation  

Textbook,Teaching material,and Reference book Handouts will be given every class  

Evaluation Assignments and Participation 10%, Presentation: 40%, Final Test: 50%  

Requirements Active class participation; full attendance  

Remarks(URL)  

Message for students

This class aims at the development of communication skills through conversation, listening, 
writing and reading practise. Every class a new country will be introduced in English giving 
students a chance to both improve their English and learn more about foreign culture at the s
ame time. Don't worry too much about grammar, let's try to communicate!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086096&formatCode=1&rowIndex=33&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:11:27]

学期 前期 曜日・校時  月４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001034 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(L2) 

編集担当教員 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

授業担当教員名(科目責任者) 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-32  

対象学生（クラス等） （L2）  

担当教員Eメールアドレス dannyjl3@hotmail.com  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Monday 16:00-16:30 or Friday 16:00-16:30  

授業の概要及び位置づけ
Ideally, after completion of the course students will be better prepared to converse in the international co
mmunity at a mid beginner level.
 

授業到達目標
The goal of this course is to give students extensive practice in everyday conversational English with em
phasis on informal styles and pronunciation. 
 

授業方法（学習指導法）

During class students will spend as much time as possible speaking in English. Students will work in pair
s and in groups using English in a variety of situations. Active participation is central to the success of th
e class.
 

授業内容

回 内容
1 第１回Introductions - Interviews

2 第２回Greetings - Countries - Casual language

3 第３回Likes - Jobs - Reductions

4 第４回My City - Directions Part 1

5 第５回My Neighborhood - Directions Part 2 - Weather

6 第６回Music - Adventures - Time

7 第７回Movies - Entertainment

8
第８回Free time - Sports - Going out

9 第９回Nationalities -Ordering in restaurants

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086096&formatCode=1&rowIndex=33&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:11:27]

10 第１０回Shopping - Fashion

11 第１１回Money - Compliments and Critiques

12 第１２回Describing People - Personalities -

13 第１３回Dating -You and Romance - Perfect Partners

14 第１４回Around Town - Summer in the City Games

15 第１５回Review - Test guidelines 

16 第１6 回 Final Test and hand in Workbook

キーワード  

教科書・教材・参考書
Adventures in English, Adventures in English Workbook
 

成績評価の方法・基準等
Workbook/Homework 30%
Final test: 40%
Participation/Attendance:30%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Students should review the next 2 or 3 pages in the student book and workbook before each class. Be sur
e to ask me if there are any questions about workbook activities.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086097&formatCode=1&rowIndex=34&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:13:20]

学期 前期 曜日・校時  金３ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001035 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(M3) 

編集担当教員 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

授業担当教員名(科目責任者) 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-41  

対象学生（クラス等） （M3）  

担当教員Eメールアドレス dannyjl3@hotmail.com  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Monday 16:00-16:30 or Friday 16:00-16:30  

授業の概要及び位置づけ
Ideally, after completion of the course students will be better prepared to converse in the international co
mmunity at a mid beginner level.
 

授業到達目標
The goal of this course is to give students extensive practice in everyday conversational English with em
phasis on informal styles and pronunciation. 
 

授業方法（学習指導法）

During class students will spend as much time as possible speaking in English. Students will work in pair
s and in groups using English in a variety of situations. Active participation is central to the success of th
e class.
 

授業内容

回 内容
1 第１回Introductions - Interviews

2 第２回Greetings - Countries - Casual language

3 第３回Likes - Jobs - Reductions

4 第４回My City - Directions Part 1

5 第５回My Neighborhood - Directions Part 2 - Weather

6 第６回Music - Adventures - Time

7 第７回Movies - Entertainment

8
第８回Free time - Sports - Going out

9 第９回Nationalities -Ordering in restaurants

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086097&formatCode=1&rowIndex=34&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:13:20]

10 第１０回Shopping - Fashion

11 第１１回Money - Compliments and Critiques

12 第１２回Describing People - Personalities -

13 第１３回Dating -You and Romance - Perfect Partners

14 第１４回Around Town - Summer in the City Games

15 第１５回Review - Test guidelines 

16 第１6 回 Final Test and hand in Workbook

キーワード  

教科書・教材・参考書
Adventures in English, Adventures in English Workbook
 

成績評価の方法・基準等
Workbook/Homework 30%
Final test: 40%
Participation/Attendance:30%  

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Students should review the next 2 or 3 pages in the student book and workbook before each class. Be sur
e to ask me if there are any questions about workbook activities.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086098&formatCode=1&rowIndex=35&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:14:07]

学期 前期 曜日・校時  金４ 

開講期間  

必修選択  必 単位数 1.0 

時間割コード 20140590001036 科目番号 05900010

授業科目名 ●英語コミュニケーションⅠ(T5) 

編集担当教員 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

授業担当教員名(科目責任者) 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

授業担当教員名(オムニバス科目等) 　ﾙｳﾞｨｴｰﾙ 

科目分類  外国語科目、Ａ科目　外国語　既習 

対象年次  1年,2年,3年,4年  講義形態  演習科目  

教室 [教養A棟]A-41  

対象学生（クラス等） （T5）  

担当教員Eメールアドレス dannyjl3@hotmail.com  

担当教員研究室  

担当教員TEL  

担当教員オフィスアワー Monday 16:00-16:30 or Friday 16:00-16:30  

授業の概要及び位置づけ
Ideally, after completion of the course students will be better prepared to converse in the international co
mmunity at a mid beginner level.
 

授業到達目標
The goal of this course is to give students extensive practice in everyday conversational English with em
phasis on informal styles and pronunciation. 
 

授業方法（学習指導法）

During class students will spend as much time as possible speaking in English. Students will work in pair
s and in groups using English in a variety of situations. Active participation is central to the success of th
e class.
 

授業内容

回 内容
1 第１回Introductions - Interviews

2 第２回Greetings - Countries - Casual language

3 第３回Likes - Jobs - Reductions

4 第４回My City - Directions Part 1

5 第５回My Neighborhood - Directions Part 2 - Weather

6 第６回Music - Adventures - Time

7 第７回Movies - Entertainment

8
第８回Free time - Sports - Going out

9 第９回Nationalities -Ordering in restaurants

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...jectId=001600086098&formatCode=1&rowIndex=35&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:14:07]

10 第１０回Shopping - Fashion

11 第１１回Money - Compliments and Critiques

12 第１２回Describing People - Personalities -

13 第１３回Dating -You and Romance - Perfect Partners

14 第１４回Around Town - Summer in the City Games

15 第１５回Review - Test guidelines 

16 第１6 回 Final Test and hand in Workbook

キーワード  

教科書・教材・参考書
Adventures in English, Adventures in English Workbook
 

成績評価の方法・基準等

Workbook/Homework 30%
Final test: 40%
Participation/Attendance:30%
 

受講要件（履修条件）  

備考（URL）  

学生へのメッセージ
Students should review the next 2 or 3 pages in the student book and workbook before each class. Be sur
e to ask me if there are any questions about workbook activities.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086099&formatCode=2&rowIndex=36&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:14:44]

Semester the first semester Day・Period  WED２ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001037 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus Yamashita Noboru 

Professor in charge of the subject Yamashita Noboru 

Professor(s) Yamashita Noboru 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomG-39  

Object Student  

E-mail address noboruy@nagasaki-uc.ac.jp  

Laboratory Language Research Institute  

Tel 095-819-2080  

Office hours Before and after the class or by appointment  

Course Outline and Objectives

This class aims at developing the student’s proficiency levels in the fields of speaking, listeni
ng, reading and writing. By developing these proficiency levels this class will provide studen
ts with basic English skills that will enable the students to take a more active part in the glob
al society that Japan is a part of. 
Every class a different foreign country will be introduced in English by the instructor to prov
ide the students with a broader knowledge of the world.  

Goal
By the end of the course, students will have a better comprehension of English as a spoken a
nd written language and will feel more comfortable when speaking English in an internation
al setting. They will also have a better understanding of TOEFL-type materials.  

Method

In this class various methods of study will be used to develop the students’ English skills thr
ough reading, listening, writing and conversation exercises. Students will do conversation pr
actise in pairs and will be asked to give a presentation in English in small groups. Homework
 assignments will be given regularly. 
The class usually starts with conversation practise related to the daily life of the students. Ev
ery class a different foreign country will be introduced in English by the instructor. Powerpoi
nt is used to give a good impression of these countries. After this introduction the students w
ill read a text about the country concerned and give written answers to questions about this c
ountry, practising both their reading and writing skills. Sections of TOEFL-type materials wi
ll also be used when necessary.  

Each class will cover:
a. Reading and Writing exercises
b. Conversation and Pronunciation practice 
c. Listening exercises

Class Scedule:
01. Introduction

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086099&formatCode=2&rowIndex=36&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:14:44]

Class outline/Con

02. France 
03. The United Kingdom 
04. Holland (The Netherlands)
05. Spain
06. Italy
07. Germany
08. The United States of America
09. Preparation time for presentation
10. Presentation by students
11. Canada
12. Australia
13. India
14. China 
15. Summary
16. Final Test
 

Key word
TOEFL, Grammar, English Vocabulary, English Conversation, Writing Skills, Reading, Cor
rect Pronunciation  

Textbook,Teaching material,and Reference book Handouts will be given every class  

Evaluation Assignments and Participation 10%, Presentation: 40%, Final Test: 50%  

Requirements Active class participation; full attendance  

Remarks(URL)  

Message for students

This class aims at the development of communication skills through conversation, listening, 
writing and reading practise. Every class a new country will be introduced in English giving 
students a chance to both improve their English and learn more about foreign culture at the s
ame time. Don't worry too much about grammar, let's try to communicate!  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086100&formatCode=2&rowIndex=37&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:15:19]

Semester the first semester Day・Period  TUE３ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001038 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor in charge of the subject DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor(s) DATZMAN BRIEN ROBERT 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room RoomB-15  

Object Student  

E-mail address  

Laboratory  

Tel  

Office hours  

Course Outline and Objectives

This class is designed to improve basic communication skills and to further develop students
` confidence when speaking English. Each class provides students with the opportunity to lea
rn and use new words and phrases when talking about themselves and the world around them
.  

Goal
By the end of the course, students should feel comfortable and confident talking about their e
verday life and past experiences in English.  

Method
Each unit in the textbook has a very clear target—for each student to create a scrapbook 
showing family, friends, interests, hometown, and many other important topics.The class wil
l be taught using listening exercises, discussions, pair-work, and group-presentations.  

Class outline/Con

planTime contents

1 Course introduction, self-introduction, and textbook overview.

2 Unit 1: Hometown

3 Unit 1: Hometown

4 Unit 2: Music

5 Unit 2: Music

6 Unit 3: Books

7 Unit 3: Books

8 Mid-term group presentation

9 Unit 4: Family

10 Unit 4: Family

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。



シラバス参照

https://nuweb.jimu.nagasaki-u.ac.jp/...4411351140?subjectId=001600086100&formatCode=2&rowIndex=37&jikanwariSchoolYear=2014[2015/02/20 15:15:19]

11 Unit 5: Travel

12 Unit 5: Travel

13 Unit 6: School and Friends

14 Unit 6: School and Friends

15 Unit 7: Food

16 Final group presentation

Key word discussion, presentation, everday English, communication  

Textbook,Teaching material,and Reference book Scraps Written by: Brian Cullen and Sarah Mulvey  

Evaluation Attendance and Partipation: 50%, Mid-Term Presentation: 20%, Final Presentation: 30%  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students
Consistent attendance and participation are necessary for students to have success in this clas
s. Students will also be expected to prepare and bring in materials from home.  

Copyright (c) 2004-2009 NTT DATA KYUSHU CORPORATION. All Rights Reserved.
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Semester the first semester Day・Period  FRI３ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001039 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor in charge of the subject DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor(s) DATZMAN BRIEN ROBERT 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room Room 32  

Object Student  

E-mail address  

Laboratory  

Tel  

Office hours  

Course Outline and Objectives

This class is designed to improve basic communication skills and to further develop students
` confidence when speaking English. Each class provides students with the opportunity to lea
rn and use new words and phrases when talking about themselves and the world around them
.  

Goal
By the end of the course, students should feel comfortable and confident talking about their e
verday life and past experiences in English.  

Method
Each unit in the textbook has a very clear target—for each student to create a scrapbook 
showing family, friends, interests, hometown, and many other important topics.The class wil
l be taught using listening exercises, discussions, pair-work, and group-presentations.  

Class outline/Con

planTime contents

1 Course introduction, self-introduction, and textbook overview.

2 Unit 1: Hometown

3 Unit 1: Hometown

4 Unit 2: Music

5 Unit 2: Music

6 Unit 3: Books

7 Unit 3: Books

8 Mid-term group presentation

9 Unit 4: Family

10 Unit 4: Family

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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11 Unit 5: Travel

12 Unit 5: Travel

13 Unit 6: School and Friends

14 Unit 6: School and Friends

15 Unit 7: Food

16 Final group presentation

Key word discussion, presentation, everday English, communication  

Textbook,Teaching material,and Reference book Scraps Written by: Brian Cullen and Sarah Mulvey  

Evaluation Attendance and Partipation: 50%, Mid-Term Presentation: 20%, Final Presentation: 30%  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students
Consistent attendance and participation are necessary for students to have success in this clas
s. Students will also be expected to prepare and bring in materials from home.  
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Semester the first semester Day・Period  FRI４ 

Class period  

Required/Elective class  required Number of credits 1.0 

Time schedule code 20140590001040 Subject code 05900010

Subject English Communication I 

Professor in charge of putting together the course syllabus DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor in charge of the subject DATZMAN BRIEN ROBERT 

Professor(s) DATZMAN BRIEN ROBERT 

Class type   

Year  1st,2nd,3rd,4th  Class form  Seminar  

Class room Room 32  

Object Student  

E-mail address  

Laboratory  

Tel  

Office hours  

Course Outline and Objectives

This class is designed to improve basic communication skills and to further develop students
` confidence when speaking English. Each class provides students with the opportunity to lea
rn and use new words and phrases when talking about themselves and the world around them
.  

Goal
By the end of the course, students should feel comfortable and confident talking about their e
verday life and past experiences in English.  

Method
Each unit in the textbook has a very clear target—for each student to create a scrapbook 
showing family, friends, interests, hometown, and many other important topics.The class wil
l be taught using listening exercises, discussions, pair-work, and group-presentations.  

Class outline/Con

planTime contents

1 Course introduction, self-introduction, and textbook overview.

2 Unit 1: Hometown

3 Unit 1: Hometown

4 Unit 2: Music

5 Unit 2: Music

6 Unit 3: Books

7 Unit 3: Books

8 Mid-term group presentation

9 Unit 4: Family

10 Unit 4: Family

タイトル「2014年度シラバス（教養教育科目）」、開講所属「教養教育-教養教育　英語科目」
シラバスの詳細は以下となります。
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11 Unit 5: Travel

12 Unit 5: Travel

13 Unit 6: School and Friends

14 Unit 6: School and Friends

15 Unit 7: Food

16 Final group presentation

Key word discussion, presentation, everday English, communication  

Textbook,Teaching material,and Reference book Scraps Written by: Brian Cullen and Sarah Mulvey  

Evaluation Attendance and Partipation: 50%, Mid-Term Presentation: 20%, Final Presentation: 30%  

Requirements  

Remarks(URL)  

Message for students
Consistent attendance and participation are necessary for students to have success in this clas
s. Students will also be expected to prepare and bring in materials from home.  
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